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「東京の奥座敷・鬼怒川温泉を満喫しよう」

９月研修旅行

会員コラム



西湘のビデオ屋稼業  

〈雑 感〉 

   2019.9月 高橋 昌一  

（含むことあり：個人的、感覚的話し） 

 

●数年？前ですがビデオサロンの記事に「手作りウインドジャマー」があって、当

時早速に自作。やはり有ると無いとではかなりの違いがあり、安心感増大。ただ、

幾つか作ったものの中には、広角にするとちょっとケラレがでたりで、「作り直そ

う」と思いながらもズルズルと年月だけは経ち、そうしているうちにカメラも更新

したりで、ここでようやくジャマーを作り直した。 

やはり「気にかかっている」ことが無くなるのはスッキリして気持ちがいいです

ね。どうってことはないんですが。 

 ※ちなみにガンマイクだけに限らず、内蔵マイクにもチョコっと工夫してジャマ

ーを貼り付けておくんですが、やっぱりはっきりと違いがでてきてますね。 

 

●7 月会報に書いたお泊り保育撮影の編集も無事に終えた。動き回る撮影は体力的

にはきつくかなりのカット数があるものの、モニターの中ではあるが、園児との再

会にもなるので編集作業もほとんど苦には感じない。 

 特に今回はそうだ。いつもは疲れた撮影の気持ちをつい無意識に引きずったまま

編集していてキツイのだが「あれっ？何だこの感覚は」と、今回は頭の中の回路が

明らかに違っていた。それは「できる限りありのまま」を映像に記録することの意

味をようやくつかみ始めてきたのだとすればうれしいのだが。 

 

 

●8/末、ビズネット仲間の脇田さんの撮影お手伝いをしてきました。藤沢市のホー

ルにて、ある高校の吹奏楽部と OB・OG・社会人グループ楽団のジョイントコンサー

トです。9：00 にホール入り、午前中を仕込みとやらなんやら…午後から最終リハ

でのチェック、開演は 17：00と、そこそこ落ち着きのある時間割でした。 

 数名いられる吹奏楽部の顧問の先生は私たちにも気さくに丁寧に挨拶や会話を

される。リハの様子はというと、中心になって指揮をとられている重鎮先生は、生

徒に遠慮なく、時には大声を飛ばし「カツ」を入れてくる。聞いていても、深くキ

ッチリとわかりやすい言い回しであり、その心根も部員には伝わっているようだ。 

 100 人近くの大所帯。とにかく強く感じたのは、おそらく日頃の練習もそうなの

だろうけど、本番当日の今、生徒や OB 等グループ、ホール舞台関係者、観客、ビ

デオ業者も含めてみんなで力を合わせて今日を作り上げて行こうとしていること。

こういう雰囲気になってくるまで何年かかってきたんだろうか？とつい思ってし

まう。 

こういう撮影やクライアントさんと出会えるのはやはりうれしいことです。 


